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平成２５年度 地震・津波対策訓練を実施します。
～地震・津波を想定した訓練を行います！！～

国土交通省中国地方整備局では、大規模地震・津波による災害を想定し、発災から
災害応急対策までの、被災状況の迅速かつ正確な把握・伝達、及び的確な指揮・対策
等の訓練を実施し、職員の防災対応能力の向上を図ることを目的として、下記のとお
り「平成２５年度地震・津波対策訓練」を実施します。

境港湾・空港整備事務所では、大規模地震発生に伴う初動対応、情報伝達及び被災調
査や復旧対策等の訓練を実施します。

●訓練日時・場所
日時： 平成２５年１１月１３日（水） ８：００～１５：００
場所： 境港湾・空港整備事務所、鳥取港出張所及び浜田港出張所

●地震及び被害想定箇所
出雲市沖合、浜田市沖合地震が発生し、境港湾・空港整備事務所管内の浜田港にお

いて、地震及び津波による甚大な災害が発生したという想定で行います。

●主な訓練内容
①地震発生に伴う、災害対策支部の設置等、初動体制の確立に向けた訓練
②事務所管内（鳥取県・島根県）の所管施設の点検及び被災箇所の報告訓練
③自治体への支援体制の確立による連携強化と情報共有
④各種ＩＴ機器及び気球空撮システム（浜田港で利用）を利用した現地状況確認・画

像伝達訓練
⑤地震による被害を考慮しながら、被災状況に応じた復旧方法の検討訓練

※取材について
・訓練中の撮影は可能ですが、訓練の妨げにならないよう担当者の指示に従って

ください。
・訓練当日の天候によっては、訓練中止又は延期する場合があります。
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平成2５年度 地震・津波対策訓練の実施について

１．訓練の目的

この訓練は、大規模地震や津波発生時において、迅速かつ的確な災害対策業務を遂行

することにより、二次災害・被害拡大の防止、円滑な復旧・復興に資するとともに、ひ

いては国民の安全、生命及び財産の保護を目的とし実施するものです。

このため、災害発生直後の災害応急対策の局面での、初動体制の確立、被災状況の迅

速かつ正確な把握・伝達、及び的確な指揮・対策等の訓練を実施し、防災体制の確認を

行います。

地震対策訓練は、昭和６２年から毎年実施しており、今回で２７回目となります。

２．訓練の想定
地震発生日時：平成２５年１１月１３日（水） ８：００
地震名 ：出雲市沖合、浜田市沖合地震の同時生起（訓練）
震源地 ：出雲市沖合、浜田市沖合
管内の震度 ：鳥取・島根県内 震度６弱 ～ 震度４
境港湾・空港整備事務所では、以下の被害を想定しております。
・ 浜田港福井地区岸壁の損傷
・ 津波による漂流物の滞留により、浜田港における船舶の着岸不可

３．訓練のポイント

１）安否確認システムを活用した安否確認訓練

２）発災直後の被災情報の収集・伝達の訓練（３０分ルール）

３）所管施設の点検及び被災状況等の把握・報告

４）地方自治体への支援体制確立（リエゾン注１の派遣、緊急災害対策派遣隊

（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）派遣等）

５）地方自治体との情報共有（画像受配信、情報交換）

６）被災箇所の応急復旧対策の検討

７）災害応急対策に関する協定締結業者の訓練（机上）

注１「リエゾン」：現地情報連絡員。災害情報の交換等のために地方災害対策

本部等に派遣する職員のこと


